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5-クロロー1,2,3-チアジアゾ-ル (5CT)

の火災 ･爆発危険性の評価

(省略名 ;5CT の火災 ･爆発危険性の評価)
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林 推 明''榊,破 文 轟 桝 は,伊地知菅朗事

武井秀一',安部隆幸事事,EEl村昌三暮,吉田忠堆●

過去,何度かの燥事故を起こしている5-ク Pt,-1,2,3-チアジア･/-Jt,(5CT)について.

粒々の危険性好転方法を酋用し,この物質がどのような危険性をもつものかを調べた｡その特

集,MkⅢD弾道El砲銑敦,lインチ鉄管起爆訳乱 1インチ鉄管中黒色火薬点火紬 ,TNO

デフラグレーション拭故,RARDE時間/圧力就致,米国式Efカ密告拭軌 ARCなどによっ

て,SCTの爆発性が高く,燃焼から偉さ-と転移する性質を有し,急速外称加納 による分

解も故しく,比較的低いia度で自己加速分解を引き起こすことなどが明らかにされた｡したが

って,5CTが非常に危険性の高い物質であると宕詮づけられるが,一方,従来ポピュラーと

されてきたいくつかの1純故法では,これらの危険性を予測T･きないことが示された｡

1.はじめに

5-ク甘口ー1.2.3-チアジアノール (以下SCTと

略称する｡)は次の構造式をもつ化合物である｡
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Cl- C N 5CT
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この物称 こついては車曹らの知る範田で3回の爆発

帝故が把録されている｡その火災 ･爆発危険性につい

てはいくつかの釈放が行なわれたもようであるが,わ

が国では公開されたデータは少ない｡西独の連邦材料

紬 所 (BAH)では1978年の5CTの爆発事故を契

機として釈放が行なわれた舟虫な括取が公けにされて

いる｡
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この種の事故の再発を防ぐためには爆発を起こした

物質の本当の性質を知り,再び危険な取扱いが行なわ

れないことが鹿野である｡ここでは革専らの危険性評

価の方法l)をこの物質に適用して,この物質がどのよ

うな危険性をもつものかを飼べた｡

2,机上明宝

2.1 事故事例

5CTの事故事例を衷1に示 した｡いずれも僻発布

故であり,死傷者が出ている｡

襲1 5CTの事故事例

尭生年月日 場所 現象 人 的 故 事

文 献1978.1.12 西独 爆発 死亡3,負傷

4 2),3)1980.2.13 日本

爆発 負傷3 4)1980.5.14 日本 爆発 死亡

2.負傷12 4)2.2 法規制火薬類

取持法,消防法.労働安全術生法,高圧ガス取持法,危険物船舶運送及び貯

歳規則執 こよる規制は見あたらなかった

｡2.3 公表された拭験IT--タWandrey

らlIによって,BAM で開発された以下の藷伸

が行なわれた｡トラウ*ル鉛とう統軌 赤熱鉄皿耗故,甘火

性釈放,Kocnen釈放,存つい感度拭KOgyOKoy8ku.VoJ.45.



敬,棚 感度的臥 および示盤熱分析 (DTA)｡森崎

は,加圧示豊走支払金計 (加圧DSC)8)を用いて 5C

Tの分解に及ぼす圧力の彫啓を珊ペている｡

2.4構造式からの危険性の推定

5CT中にはラC-N=NIS-Cモ潜合が存在する｡

これはBretherickT)による爆発性化合物に特有な原

子EZlである｡しかし,どの包皮の爆発性があるかは,

これからは判断できない｡

2.5 計算による危険性の予測

2.5.1 生成熟の予測と来泊

計井による危険性の予測には物質の生成熱が必要で

ある｡ここでは加成性AIJによる千刑と央軌を拭みた｡

&.加成性則

生成熱の甚助的推定法としてはBenson8)の加成性

則がある｡生成魚の推定のためには 1次加成性刷と2

次加成性則があり,2次加成性刑の方が推定栢度は良

いといわれている｡

放念ながら5CTに関しては2次加成性AIJはデータ

の不足が多く適用できない｡2,3の類推を行なうと1

次加成性刑を適用することができる｡生成熱の括合寄

与伍は衷2のように推定した｡得られた JHJo=82.9

kcaL/noIIま気相での伍の推定位である｡液相での任

は蒸発熱を補正する必歩がある｡

蛮2 生成熱の結合寄与伍および推定伍

8 % 寄 与 依 推 定 の 基 礎 と し(推 定 依) た 結 合

寄 与 伍kcAVbond kcd/b

○ndO)Cd-Cl -5.0

Cd-H 3.2Cd-Nd (37) C-Nd=
33+C-C

d=6.7C-C =2.7Nd_S (37) Nd-C =33+
C-S =6.7C-C =

2.7S-Cd 10.7 C-S=6.7

C-C =2.7Cd-C = 6.7

計 82.

9+ァ･/メタンの生成熱からの辞啓伍

b.爽 抑BI沖一概研式自動ポンプ熱丑肝CA-3を用いて酸

蘇芳Bl気中で5CTを燃焼させ燃焼熱 (heatoEcotか

bustion)を測定した｡また,この位を用いて,tL)式 から生成熱を塀萌した｡これらの位を表3に示す｡C,HN

ISCl+3.50】-N1+2CO7+HCl+Sol

+Qc tI)表 3 椿焼払英耐位および浜等された生成熱

2.5.2

爆発魚の予測松焼魚を用いるのに用いた熱丘計に

より.重来穿岡見でのデフラグレ-ション

熟 (heatoEden8gration)を測定した｡この伍を衷4に

示した｡また,

革者らの網尭した計罫捜すt,グラムREtTPIO)を用いて求めた

爆発払子部位を同じく衷4に示した｡5CTの生成魚

としでは,前述の1次加成性則により求めた82.9k

caJ/EELOleおよび燃焼熱の実親任より求めた82.OkcaI/molを用いた｡



反応が進行せず,よりエネルギー神位の高い状感で反

応が停止しているためと考えられる｡

なお,条件によっては起爆することの可他な硝酸ア

ンモニウムのQd.■は 0.35kcAl/Cである｡5CTのQd.I

はこれより大きな伍であり,5CTの爆発可能性が示

唆される｡

3. 火災 ･爆発危険性の爽験的評価

3.1 用いた触

打込式癌封セルDSCm,ネジ型由封セルDTAIl),

拓つい感度釈放IaJ.lMO燃速紬 lHl),TNOデフ

〆レーション釈放)8),RARDE時間/圧力銑験IeJ,

米国式圧力容や釈放JT),MkEID弥助日向釈放18),B

AMlインチ鉄管題燥銑扱川 ,SIT統故lI,希釈法に

よるBAM苗熱貯溝釈放18),加速速度熱血計(ARC)○)

およびlインチ ℡中での燃塊から爆轟-の転移銑故

を行なった｡SCTの牌点は約20℃であり,これらの

拭故を行なったのは冬期であったため.釈料は固体で

あった｡IMO倍速釈放.TNOデフラグレーション妖

艶 1インチ鉄管銑故および1インチ鉄甘中でのDDT

紬 では.一度酸解させた5CTを型や℡に流し込h,

凝固させてから典故に供 した｡BAM帯熟貯蔵釈放お

よび SIT銑故のための柵 は,約3ざCの紋体の5C

T とやはり約35℃に加温したタルクをかくはんしなが

ら荘合して作熟した｡

衷5 5CTの火災 ･爆発危険性棚 果

危 険 性 釈 放 法 結 果 危 険 性 妖 政 法

結 果爆発性 1インチ鉄管起爆釈放 〟 爆発的反応爆発的反応,)TNTをlW として,78鉛とう拡大伍 :ビクlJン酸の43%(lI 急速加熱による分解の渡しさ 米国式圧力容辞釈敬

PVLD:>20mmMk打D弾劾臼砲拭験

トラウ*ル鉛とう拭故燃焼の救 lMO堆速釈放 61mm/S 貯蔵不安 SC-D

SC銑晩 分解開始温度 :168℃しさと分 RARDE時間ノ任 100psiから300psiま 定性 SIT釈放

BAM苛魚貯鹿釈 30%晶 (タルク希釈).解の放 し 力粕BAM赤熱鉄皿飲 での圧力上昇時間 : 143℃.168h:さ I.6msただち

に帝火,3秒で 発熱見られず30%点 くタルク希釈),敬 燃焼,炎の高さ :60cm)} 敬ARC 130℃.168h:苑熟なし126℃.28.

5minで爆発 (束補正)126℃.20mirLle爆発(補正)髄 から 1インチ鉄管中瓜 椿発40秒役に爆発 打軸摩鯨感度 拓つい威庶銑故BAM起爆薬用搭つい感度粕BAM摩擦執政 固体伊東Skgx80cm:爆ごう- 色火茄点火 不働 く分解の痕跡)の転移 TWO.rJフラグレ-シコン紬 (アルミ管使用) 田件塊状SkgX70cm:不埠 (分解の痕跡)液体 1

(pgX20cm:爆発 (6/6)l}36kgで分解 (6′6)l一ただし.爆発的反応なし着

火性 鉄一七lJウム中火 非中火77非中火】) 分解熱 常圧 DSC 吸熱0.09kcAt/g

銑改革火扱中火釈放 加圧DSC南封セルDSC

発熱0.35kcd/g(空気中.50Atm)I)小ガス炎中火耽故 中火l) 発熱0.35kcAL/g赤熱鉄棒耽故 帝火

tI ARCデフラグレ-シロン熱朔定 発熱0.38kcAL/g●)苑魚



その他の就敬では,固体塊状の釈料を用いた｡

本報では耕散の都合で辞細な妃速は行なわなかった

那,不着らは,別に報告8 18)を作封しているので,輿

味のある方はそちらを参府されたい.

3.2 拭験結果

狂者らの行なった銑故結果を他の研究者によるもの

とともに衷5に示した｡

4.% #

4.1 爆発性

爆発性がないことを旺明するためにはBAM 50ノ60

鉄管起爆妖故が適当である.しかし,この執政は所賓

集魚が多く,性質未知の物質に適用すると不潤の分解

や爆発を起こして銑扱者が危険にさらされるおそれが

ある｡また,より薬血の少ない爆発性の就故まで爆発

することがわかれば,大型の起爆紬 は行なう必要が

ない.ここでは,MkElD弊政臼砲拭故および1イン

チ鉄管起爆駄晩を行なった｡群軌臼砲的鼓では爆発威

力はTNTを100として78で高性能爆薬に近い｡ BA

Mでは トラr)*ル鉛とう飢故を行なっているが.これ

はピクリン酸の43%の威力が示された｡MkⅢD弾劾臼

砲ではかなり鋸い爆発T･t>そのエネルギーの多くが臼

砲の反動として現れるのに対して, トラウ*ル鉛とう

紬 においては弔い爆発ではそのエネルギーが鉛とう

の拡大にあまり有効ではないことを示している｡

1インチ鉄管起爆柵 もSCTの爆発では小さな破

片にはならず,TNT等の高低位爆燕に比べて糠速の

遅いことを示唆している｡これらの3つの爆発性拭晩

法の中では不安定物質の爆発性の釈放法としては

MkⅢD鮮劫臼砲が庇も食九でいるように思われる｡

有挽過酸化物の危険性分類のための7t2- ･チャー

トがオランダ政府から国連の危険物Jg門番且会の一般

危険物小串艮会に捷案されているI)La)この7E･- ･

チャー トでは爆ごうが起こり,爆発威力がピクリン酸

の威力の25%以上のものは有税過酸化物の分類に入れ

てはいけないとしている｡5CTも一般危険物として

は爆発性の大きさから危政が大きすぎる物質といえる｡

4.2 燃焼の激しさと燃焼から爆ごうへの転移性

何らかの原田で助骨が帝火したときに,燃焼の速度

が大きかったり.糠矧こ転移したりすると大きな被客

の出る.#それがある｡これらの危険性を嗣べる紬 法

が燃焼性状故,燃速吠故およびDDT(PeElagration

toDctonaLjonTrAnSilion)釈放である｡｢股に密閉

度が高いほど燃焼球皮は大きく,またDDTも起こり

やすくなる｡

用いた紬 は南開庇の低い方から,IMO松雄紬 ,

(BAM赤熱鉄皿釈放)I),TNOデフラグレ-ション

妖艶 RARDE時間/圧力妖艶 1インチ鉄管中鼎色

火薬点火釈放の頓である｡

DDTを起こすことは一般には稚しく,現在正式な

耽故法として軽重されているDDT釈放法は大鼓科を

用いた高歯開度の方法であるい｡この歩合でも,危険

性のあまりはっきりしない物質をはじめから大紋科耗

故にかけることは適当でないので,比較的小耗料の釈

放から始めた｡小飲料,低密閉度の紬 でDDTが観

潤されれば大駄科,高密閉度の耽故では当然DDTが

起こること 期待される｡

IMO撚速釈放およびBAM赤熱鉄皿拭故ではかな

り高速で燃焼することが定められたが,DDTは起こ

らなかった｡内径28mm.長さ20Omtnのアルミニウ

ム管の中に5CTを績め,垂直に立てて上称 こ点火す

るTNOデフラグレーション釈放では,点火40秒後に

DDTが起こった｡RARDE時間/圧力拭魚では 1仰

psiから300psiまでの昇圧の所要時間が1.6msであっ

た｡この方法では305psiで破裂板が破裂するので,

それまでの時間内には租洞されなかった｡1インチ鉄

管中森色火薬点火によ-る耗故では鉄管が裂けDDTが

起こったことを示している｡

以上の結果は5CTがDDTを起こしやすい物質であ

り,この点で危険性の高い物質であることを示してい

る｡

4.3 外部エネルギー源による着火性

外部苛火源によって野火Lやすいかどうかも物音の

危険性を見るひとつの尺度である｡この拭敦は BAM

で行なわれ,小野火源では発火しないが.ある軽度以

上の甘火疎では着火することが示されている3㌧

機械的苛火感度粕 としては落つい感度緒 とBAM

摩娯感度銑故が行なわれている｡落つい感度拭鼓では

国状の5CTについては5kgx80cmで爆発的反応は起

こらず,わずかな分解の痕跡が辞められたのみである｡

一方,BAMにおける就鼓結果においては液状の5C

Tが100gx20cmの打撃エネルギーで6回の実故中6

回爆発しているl)｡これらの籍果は2つのことを示し

ている｡ひとつは5CTは条件によっては打撃に対し

て非常に敏感であることである｡もうひとつは落つい

感度釈放は条件によって紹広い結果を与えるので他の

釈放籍架も参照して憐鬼な評価をしないとまちがった

括飴を出すおそれがあることである｡

BAM摩擦感度釈放では,36kgの荷盤で6回の釈

険中6回の分解反応が辞められている｡爆発的反応は

起こっていない])しかし.この分解が燃焼に移行し,

5CTのDDT性から爆ごうにまで発展する可能性が

あるので,摩擦に対する危険性も大きいていえよう｡

4.4 急速外部ht)熟による分解の激しさ

5CTの容韓が周辺火災噂によって加熟されたとき

- 76- =薬火薬協会娃



にどのような挙動を示すかも5CTの危険性を評価す

るうえで皿串である｡圧力容昏釈放はこのような危険

性を評価するために有用な統故である｡5gの5CTを

235mt内容横のステンレス鋼穀圧力容執 こ入れ,電熱

ヒータで急速加熱すると払速分解が起こり,20mm卓

のオlJワイス7t.があっても6kg/ctnl耐圧の破裂碇を

破朝させた｡

このような物賓は火柵 を含む不安定物質の中でも

少なく,乾燥ニトt,.eルt･-ス(窪索丑12.3%以上),

瓜色火燕.過酸化ベン./イルなどが今まで知られてい

る政当物質である.

一般に.爆発したり敢しく分解する物質も不静性物

質で希釈していくと爆発性を失い,分解もおだやかに

なる｡希釈したニトt}ブリtTJンの圧力容昏耗輔 架

との比較によってSCTの分解の赦しさを推定できる｡

ニトt7〆リセIJン色タルクで50%に希釈したものを5

gを用いて圧力容肯拭故を行なうと8mm中のオlJ7イ

ス孔を用いたときに爆ごうが起こり.圧力容寿の底が

膨れたIl)｡一九 100%5CTは20mm卓のオ')7イス

7L.で破裂板を破裂させているが,これは急速なガス圧

力の発生によるもので爆ごうによるものではないこと

は圧力容仲の硬形のなかったことからわかる｡

また.ニト｡〆lJセリンをタルクIC30%に希釈した

ものの PVLD(放浪の起こる政大の限界オリフィス

札径)は0.7mm以下となることが3I),5CTの場合は

30%希釈品のPVLDは8mmである｡これは,5CTが

払並外れ加掛こよりて激しい分解を起こしやすいこと

を示している｡5CTの20%希釈晶のPVLDは0.7hn

以下で.すでに安全となっていることがわかる｡

爆発魚計昇任,DSC分解魚fLどが小さくても加熱

すると激しく分解をする危険性の揃い物質が存在する｡

そのような物質の危険性評価には圧力容や朕験は非常

に有効なことが示唆される｡

4.5 貯存安定性

貯蔵安定性も不安定物質の危険性仲店にあたって血

重な性質である｡SCTは坪尭性が大きいために,粥

放下の貯鹿央故では5CTが蕪菟してしまうので尭熱

分解を偵知することが困母である｡加圧または疎開条

件下では自己加速寛熱分解が琵められる｡SC-DSC

では,1ぴC/nin加熱速度で170℃軽度から尭脚

が努められた｡米国 SADT駅故およびBAM蓄熱貯

茸紬 の括取とSC-DSCの分解用地との相関tIb･ら

50kg軽度の5CT包装品の1週間貯虞で自己加速発熱

を起こすiREE(SADT)は100℃転成と推定される｡

SADT紬 の中で侶斬性があり車曹らの研究金に

おいても現英に爽撞可能な方法はBAM古魚貯農相

である｡ 400mLの紺 を500mLのT'-ユワービン中に入

れて,温度を一定に保ち,自己加速分解の起こるまで

の時間をP)る方法である｡しかし,爆発性物質にはこ

の方法は普通には使えない｡頼光を起こして飲助を破

壊してしまうからである｡壬声音らは先に爆発性物質を

不活性物質で希釈することによってこの紬 を爆苑の

危険を伴なわずに爽施しうることを示した30)20%希

釈晶は圧力容特釈放で安全なことが示されたので,20

%以下の希釈晶についてBAM欝鉄肺戚釈放を行なっ

た｡また,寄掛貯席釈放と朝似の結果を与えるStT拭

掛 こついても爽施した｡しかし,これらの爽故では5

CTの自己加適黄熟を見出すことはできなかった

(喪6)｡

ARCの5CTへの適用では1.1gの断熱下に懸かれ

敦8 5CTのタルクによる希釈品のBAM蓄熱貯蔑轍 およびSIT執致括果

温 度℃ 5 C T 含 丑wt.% 釈 放 方 法 放 匿 時 間b

括 県120 20 BAN 168 発

魚なし.蘇我あり130 20 BAH 1

68 発熱なし,蒸発あり130 10 BAM

168 寛見なし.ワイン色に変色150 l

O BAM 168 わずかな発軌 全件密色86 50 (開放) SIT 5.5 発熱なし,

求面変色97 50 SIT 168 発

熱なし.表面変色117 50 SⅠT 1

68 発熱なし,喪面変色123 50 Srr 16

8 発魚なし.故面変色l一13 30 (半

密閉) SIT 168 発熱なし,破面変色153 30 SⅠT 1 わずかな発熱.全体変色

たSCTは,126℃.285minで爆発した｡容常の熟容 掛 こなる｡開放系の乗取ではこのような自己加速発熱

丑の補正を行なうと,126℃で約40minで爆発する計 分解は厚められない｡すでに述べた



なり危険性の高い物質であるが,沸点が低いために,

BAM苗熟貯蔵釈放のJ:うな信頼性の高いと思いと思

われる方法でもSADTを検知することができなかった｡

4.6 分解飴

分解掛ま爆発性の有無を判断する尺度となり掛るの

で瓜歩である｡分解熱の鞘定にはDSCやDTA が便

利である｡しかし,SCTの額合には薪点が低いので,

常圧DSCや常圧DTAでは吸熱のみが紀魚 されて.

危険な菟私反応を見出すことができない｡加圧DSCや

密封セルDSCを用いると,分解熱を硯湘T･きる｡｢段

にDSCによる分牌 は爆発鈴に比べて小さいのが普

通である.これは,DSC中での分解は比較的低温で斤

なわれるので庇終の分解生成物まで反応が過行せず,

分解生成物がより揃いエネルギー状位にとどまるためと

思われる｡

竜来雰囲気下のT1-17号グレーシロンで掛られた分解

熱0.54kcal/かま爆発掛 こ相当するものであろう｡

4.7 6CTの危険性評伝に有用な予測法と拭快活

SCTの爆発危換性の押領にいくつかの予約法と拭

攻法を適用したが,ここでどのようlL方法が有用でど

のような方法が･不適当であったかを見ることも今食の

問唖解決のために有用であろう｡

危険性の存在を予想させILかった方法.危放任があ

るかどうかの棚 を下十のが困鞍であった方泣,およ

蛮 7 5CTの爆発危験性評伝に用いた方法の評伝

肝 癌 方 法 原

田危険性を予想させなかった方 常圧 DTA 分解肋に蘇我

するため法 常圧DSCSⅠT釈放BAM蓄熱貯鼓維

法親潮 なし搭つい感度試験 (同体飲料) 5kgX80cmで

燦発が起こらないため危険性があるかもしれないと思われるがこのデータだけで
爆発性原子甜 粗度不明爆発

熟計井 位が特別に大きくないは判断が困難な方法 分解燃焼熱測定REITP2計井加圧DS

C密封セルDSC密封セルDTA危険性の高いことはわかるが ⅠMO

燃連綿 爆発性との相関は知られていない爆発の危険性があるかどうか

まで.はわからない方法 BAM赤熱鉄皿紬BAM 摩擦感度拭致 中火

性およびDDT釈放の結果かJLいと判断できない

爆発危険性をはっきり予想させた方法 亦故例国立MktFD弾劾臼砲幼魚 TNTを1(泊として78の爆発威力を示す

トラウ*ル鉛とう緒 ピタ[)ン酸の4

3%の爆発威力を示す1インチ鉄管起爆親政 爆発的反応

の生起TNOTJフラグレーション拭故 -地開放管中でD

DT生起1インチ鉄管中泉色火薬点火紬

lインチ南関管中でDDT生起米国式圧力容蓉稚

外称加熱で.B迎分解蕗つい破産就鼓 (液体試料) 100gX20cmで爆発RARD

E時肝/圧力釈放 100psiから300pSiまでの圧力上昇時問が30m8cc以

下ARC



び危険性をはっきりと評伝できた方法を分類して喪7

に示した｡

5.おわLJI=

爆発申故が起きたときには,そのgF故を再び起こさ

ないため,その中枚を在こした物質の性質を四ペ,ど

のような方法でgf肌評価すれば危険を予知できるかを

研究することも血歩である｡何件かの8故を起こして

いる5CTについていくつかの危険性の予脚法および

紬 法を適用した｡その括果.この物質は.ポピュラ

ーな方法では危険性が予知できない場合があることが

わかった｡また.5CTはいくつかのスクリーニング

手法で危険性があることがわかるが,はたして本当に

危放任があるかどうかはそれだけではわからない評価

の穫しい物質である｡

MkⅢD酔助臼砲n ,TNOデフラグレーション釈

放,圧力容骨的扱.ARC,および礁件飲料の搭つい

感度紬 によって5CTのftの危険性が明らかにされ

た｡

本研究の趣旨に竹岡され,銑料の四速にご般助いた

だいた天野武一及び阪本古癖の両氏に謝意を衷しま十｡

弾劾臼砲及び時間/圧力妖晩襲匠の単作にご労力いた

だいた萩持科学l榊社長混持妨氏に甜忠を衷します｡

本研究の一部は文称省科学研究費及び特称検定陰金の

研究助成によって行なった｡ここに斯波を放します.
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EvaluatJLonofFireandExpJosionHazardsof5-Chlor0-1.2.3-thiadiazole(5CT)
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ShigeruMORISAKI♯ lWen-LieChangT,Wei-MingLinW,
TetsuroIJICHI+.ShuichiTAKEI+,TakayukiABE+,
MasamitsuTAMURA+andTadaoYOSHIDA+

Severalhazardevaluationmethodswereappliedto5-chlor0-1,2,3lthiadi8ZOle

(5CT)inordertoknowthere81lmzardouspropertiesoLthiscompotJnd.Explosive

poweroE5CTwas78% oEthatofTNTbytheMkIIIDballisticmortartestanda

defragratiDntOdetonationtransition(DDT)wasobservedbytheTNOdefragration

test. Thetimeofpressurerisefrom 100psito300psiintheRARDEdmdpressure

testwasl･6msec.TheJimiteddiameterby(heU.S.pressurevesseltest(PVLD,

5gsample)wasover20mm.IntheacceleratingratecaloriTneter(ARC),an exl

otherJnicreactionstiLrtedat126℃ underadiabaticconditionandafter285仙in.an

explosionwasobserved,thecorrectedinductiontimetoexplosionat126℃ being

腿lculatedasabout40min.TheimpactSensitivityofliquid5CTwasdekrmined

inBAN as100gx20cm(6explosions/6trials).

Aboveresultsshowthat5CTisoneoEverydangerousmaterials. However,

SomepopularhazardevaluationmethodssuchasordinaryDSCanddrop hammer

testoEsolid5CTfailedtopredicttruehazardouspropertiesofthiscompound.
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